
森林の川上～川下におけるグループでの取り組み

～信託に焦点をあてて～

202１年１２月22日
すみれ地域信託株式会社 取締役
飛騨五木株式会社 企画研究室長

飛騨高山小水力発電株式会社 代表取締役
井上博成



飛騨高山エリア 高山市・飛騨市・白川村・下呂市について
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飛騨市は、人気のある白壁土蔵の飛騨古川の町並みや、昭和レトロの雰囲気が漂う神岡町がある。

天下の奇祭といわれる古川祭がある。高山市は、自治体では日本一の面積を有し（東京都と同程度）、

日本最大の森林面積（大阪府と同程度）を誇る。

それぞれの自治体が観光地として、一定の来客があり、白川村には世界遺産である合掌造りがある。

下呂市は温泉が有名である。

面積 総人口 世帯数 備考

飛騨市 792.31 23565 8890 2020年7月1日時点

高山市 2177.67 ８６985 35910 2020年7月1日時点

下呂市 851.06 31584 12159 2020年7月1日時点

白川村 356.55 1668 582 2016年12月28日時点

合計 4177.59 1４３802 57541



自己紹介 井上 博成

平成元年（1989年）生まれ。現在3２歳。高山市出身。東日本大震災をきっかけに地域の新しい価値を感じ、出身地で
ある高山市と京都大学との間で2014年～自然エネルギーに関する研究開始をきっかけに飛騨高山へ戻るようになる。
2021年3月末日にて、京都大学大学院経済学研究科博士課程 研究指導認定退学（来年度、博士論文申請予定） 。
主な研究領域としては自然資本（特に自然エネルギー）と地域金融。最近は関心があり水素も研究・実践中。

当時の担当教官であった植田和弘先生、諸富徹先生、また、池上惇先生らから理論と実践・対話がループすることの重
要性を学び、自ら理論（学問）と実践（事業）の往復の日々を過ごす。地域には多様な資本があることに気づき、特に自
然資本に着目し取り組んでいる。自然エネルギー（特に木質バイオマス、小水力）を研究⇔実践する中で、小水力では、
飛騨高山小水力発電㈱を設立（2015年）し各地で小水力の事業化を行うようになる。（その他グループ15事業体の設
立。）また、木質バイオマスを研究・実践する中でエネルギー利用のみならず、木材そのものの利用に高い関心を持ち、
飛騨五木株式会社（2015年）の立ち上げを行う。また研究テーマでもある地域金融への事業化に高い関心を持ってい
たことからグループ内で、管理型信託会社であるすみれ地域信託㈱（2016年）の設立に関与し、取締役。

現在は、もっぱら高校時代からの夢である、飛騨高山での大学設立に向けて、2024年4月の開校を目指して準備を進
めている。一般社団法人 飛驒高山大学設立基金 代表理事。
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飛騨にある木材350種類から5つ選定：飛騨五木ブランディング
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伊勢神宮や法隆
寺などの文化財
にも用いられ、
日本人とは古来
より二千年以上
の付き合いがあ
る木です。上品
な色艶と香があ
り、構造材、内装
に使用します。

やわらかく温か
みのある材料で、
住宅だけでなく
桶・樽など日用品
にも幅広く用い
られる身近な素
材です。現在、日
本で最も資源量
が豊富です。

木目に特徴があ
り格調高く、老舗
店舗や相撲部屋
などの看板、社寺
仏閣に用いられ
ます。乾燥と加工
に時間と手間が
かかりますが、個
性的で表情豊か
な材料に仕上が
ります。

実は食用となり、
縄文時代から人
の手で植えられて
きました。腐りに
くく耐久性が高い
ので、家の土台や
水回りに使います。
線路の枕木にも
使われています。

アカマツやクロマ
ツに比べてクセが
少なく、適度な脂
分があり粘り気が
あります。全国的
には珍しく、飛騨
地方の家で梁など
に使われます。
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理念・20年ビジョン・事業領域
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自然資本から地域を変える理念・ビジョン
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フェーズ1 2015年～2019年 フェーズ2 2020年～2024年

ちいきで愛され 重点化計画期 旅する五木 重点化計画期

・高山/岐阜を商圏とする事業の拡大

・木材総合サイトの構築/運用開始

（hibi-ki メディア・ＥＣ事業）

・都市との連携開始（旅する五木へ移行）

・全国へ店舗開発および開発支援

・不動産×金融×木材

・関連グループ体と連携し全国を商圏化へ

フェーズ3 2025年～2029年 フェーズ4 2030年～2034年

木材の伐採から加工、設計・建設、不動産、金融、

商社事業等、森林におけるすべての事業領域を推

進できる森林総合企業への成長

・森林を通じたあらゆる商流設計

・あらゆる生活シーンに森林を訴求できる

企業群への成長

理念：自然資本から地域を変える～ちいきで愛され 旅する五木～
ビジョン：2035年木材が当たり前にある社会を目指して



ビジョン

2035年木材が当た
り前にある社会を目

指して

信託

不動産

農業

森林伐採

製材
大工施業

建築

設計施工

自然

エネルギー

地域商社

人材育成

自然資本を生かした7つの事業領域
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事業領域

自然資本を生かした7つの事業領域

すみれ

グループ全体1７８名
のメンバーと共に！

詳細は『飛騨五木』で検索！
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グループ各社 立ち上げ関与は赤字で表示概要
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飛騨五木
株式会社井上工務店 1965年6月（創業54年） 林業・製材・建設 資本金3000万円

飛騨五木株式会社 2015年1月（創業5年） 地域商社 資本金3000万円

すみれ

すみれ地域信託株式会社 2016年6月（創業4年） 資本金1億4000万円

すみれリビング株式会社 2003年10月（創業17年） 資本金1000万円

すみれアセットマネジメント株式会社（投資運用）・すみれ賃貸保証株式会社（賃貸保証）

すみれアグリファーム合同会社（農業事業部）

拠点
（本社）岐阜県高山市江名子町、問屋町、下岡本町

（支店）岐阜県各務原市、岐阜市、可児市、養老町、輪之内町、東京都中央区、東京都江東区

各社

代表取締役

株式会社井上工務店 井上正博

飛騨五木株式会社 井上守

すみれリビング株式会社 井上正

すみれ地域信託株式会社 井上正

従業員数
飛騨五木グループ：120名 ＋ すみれグループ：4８名 他関連会社 １０名

＝ グループ合計：1７８名（令和３年4月時点）

グループ会社

SPC等

goboc Base株式会社、各務原学びの森株式会社（代表取締役 井上靖）

他自然エネルギー関係の株式会社・持ち株会社・事業法人・有限責任事業組合（1５事業体）

株式会社飛騨高山フットボールクラブ 他



井上家

グループ1７８名のメンバーと共に！
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創業家

© 2020 hida goboc , Inc
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グループで取り組んでいる川上～川下と連携した信託スキーム

～本日は2事例を紹介～

そもそも信託会社とは？



すみれグループ
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取り組み

すみれアセット
マネジメント株式会社

すみれ賃貸保証
株式会社

不動産
仲介

すみれ

copyright(C) 2021 Sumire Regional Trust Co. , Ltd. All Rights Reserved

金融
信託

投資
運用

家賃
保証

農泊
事業

すみれアグリファーム
合同会社



すみれ地域信託株式会社（金融部門）
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取り組み

名称
すみれ地域信託株式会社
東海財務局（信）第2号 2016年6月27日認可

業種

代表取締役
会長兼社長

管理型信託業

井上 正

本社
〒506-0002
岐阜県高山市問屋町43番地
TEL：0577-35-2676 FAX：0577-37-4812

資本金 1億4000万円（2019年10月末日現在）

加盟団体 一般社団法人 信託協会

営業時間 月曜日～金曜日 9：00～17：00（土日・祝日・年末年始を除く）

copyright(C) 2021 Sumire Regional Trust Co. , Ltd. All Rights Reserved



登録会社一覧（金融庁HPより）
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取り組み

copyright(C) 2020 Sumire Regional Trust Co. , Ltd. All Rights Reserved



組織体制（役職員）
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取り組み

代表取締役
会長兼社長

井上 正
すみれリビング株式会社 代表取締役

取締役 井上 博成

取締役 黒木 正人
前 飛騨信用組合 理事長
行政書士・宅地建物取引士

取締役 下本 一伸

取締役 遠藤 隆浩
遠藤隆浩税理士事務所 所長

取締役 古里 圭史
飛騨信用組合 非常勤監査
税理士・公認会計士

監査役 井上 正博
株式会社井上工務店 代表取締役

監査役 山下 俊彦
元 国税庁 名古屋国税局 課税第二部長
税理士

copyright(C) 2021 Sumire Regional Trust Co. , Ltd. All Rights Reserved



受託可能財産
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取り組み

信託財産の種類）
当社が引受ける信託財産の種類は、次の通りとする。

(1)金銭の信託
(2)有価証券の信託
(3)金銭債権の信託
(4)動産の信託
（家財、農業・林業機械及び再生可能エネルギー機械設備等）

(5)不動産等の信託（賃借権、地上権の信託を含む）
(6)以上の財産を包括的に管理する信託
（旧信託業法における受託可能なすべての財産の受託が可能です。）

様々なスキームを組成してきました。森林に関する2事例を紹介します。

copyright(C) 2021 Sumire Regional Trust Co. , Ltd. All Rights Reserved
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スキーム１

～木育施設×信託～



木材に関係する個人向けサービス
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取り組み

© 2020 hida goboc , Inc

2035年
あらゆるシーンで
木材が利用される

社会へ

森林信託
山林売買

森林施業

製材
大工施業

建築

設計施工

再生可能
エネルギー

地域商社

人材育成

木育施設

情報サイト・EC
森ではたらくを支援

働く

育てる

知る



木育施設 森のわくわくの庭＠輪之内・養老
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取り組み

© 2020 hida goboc , Inc

グッドライフアワード2019
環境アート&デザイン賞受賞！

グッドライフアワードとは・・・
環境省主宰の持続可能な社会の実現のため、一人一人が現在のライフ
スタイルを見つめ直すきっかけを作り、ライフスタイルイノベーションの
創出やパートナーシップの強化を目指し、"環境と社会によい暮らし"
やこれを支える地道な取組（ボランティア活動、サービス・技術など）を
募集・応援する事業

「林業」×「子育て」に挑む木育施設

「森のわくわくの庭」



組成実績 某大手SCグループ様との共同開発＠岐阜県内
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取り組み

copyright(C) 2021 Sumire Regional Trust Co. , Ltd. All Rights Reserved



子供向け施設だけど、また大人が行きたいと思う。
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取り組み

© 2020 hida goboc , Inc

大人もくつろげる

玩具はすべて国産木材木の多様な使い方木材生産地の見える化

遊び方を制限しない 創意工夫ができる遊び
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これらの取り組みを通じて
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スキーム２

～山林×水力発電×水道事業～



社会実装を通じた地域活性化、
環境・エネルギー問題解決への貢献

取り組み 小水力発電＠富山県朝日町笹川
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●富山県朝日町笹川

信託方式を活用した小水力発電事業。
その収益で地区の簡易水道を改良し、
保全するスキームの組成を実行。

水道事業費の2億7500万円分を、
発電所の収益で賄う計画。
※当初、本資金を地域ではまなかうこ
とができずにいた状態だった。

地区出身の深松組様の熱い思いに打
たれ、組成を計画。

総事業費は約8億円弱
2023年の売電開始
2024年の水道設備利用を目指す。

2021年4月27日 北陸中日新聞より



組成実績① 水力発電＋水道事業 ＠富山県朝日町
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取り組み

ＰＪ事業概観図

小水力管理(Ｏ＆Ｍ) 小水力発電
設計・土木工事ならびに調達一式

【融資】

●●銀行

発電事業者兼水道施設にかかる費用負担者

（朝日町笹川ＰＪ包括信託口）

すみれ地域信託㈱

小水力発電

売電先 ●●電力

委託者兼受益者

A社

信託金総額 ●万円

①包括信託

（土地及び金銭等）

②委託者で購入

した物件は信託

③計画進行に

あわせ追加信

託金払込み

④建設工事の発注

及び代金支払い

⑦発電設

備の引渡

⑥建設工

事にあわ

せて融資

金の交付

⑤融資契約

信託に関する指図権を保有

⑧保守管

理契約締

⑨【水力発電】売電契約及び接続契約

【水力発電】売電代金の受領

⑪融資金

約定返済

⑫業務委託

費の支払

⑬信託収益金

の配当

水道施設保有者

一般社団法人新設

⑩水道事業費を

基金拠出

水道工事受注者水道工事契約

代金支払い

【賃貸対象者】
土地所有：賃貸

2021年4月26日
地鎮祭

copyright(C) 2021 Sumire Regional Trust Co. , Ltd. All Rights Reserved



全国各地に発電所・熱利用施設建設を計画中！
※調査中箇所も含む。
関与法人やスキーム立案も増えてきました。
開発としては、太陽光発電をはじめ、
木質バイオマス・小水力発電に取り組む。
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全国での事業化 全国各地で事業計画・実施中！
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自然資本から地域を変える理念・ビジョン
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フェーズ1 2015年～2019年 フェーズ2 2020年～2024年

ちいきで愛され 重点化計画期 旅する五木 重点化計画期

・高山/岐阜を商圏とする事業の拡大

・木材総合サイトの構築/運用開始

（hibi-ki メディア・ＥＣ事業）

・都市との連携開始（旅する五木へ移行）

・全国へ店舗開発および開発支援

・不動産×金融×木材

・関連グループ体と連携し全国を商圏化へ

フェーズ3 2025年～2029年 フェーズ4 2030年～2034年

木材の伐採から加工、設計・建設、不動産、金融、

商社事業等、森林におけるすべての事業領域を推

進できる森林総合企業への成長

・森林を通じたあらゆる商流設計

・あらゆる生活シーンに森林を訴求できる

企業群への成長

理念：自然資本から地域を変える～ちいきで愛され 旅する五木～
ビジョン：2035年木材が当たり前にある社会を目指して


